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   年          年 

5/ ( ) ～ 12/ ( ) 
受付期間 

        柏市木造住宅 
        耐震診断費 
        補助金
 
 

＜柏市内の木造住宅を耐震診断する際の費用の一部を柏市が補助します＞ 
 

1．対象となる木造住宅       

次のすべてに該当する柏市内の住宅 
ア 平成１２年５月３１日より前に着工した

住宅※１である 
イ 地上２階以下※２である 
ウ 柱、梁等の構造部が木材※２である 
エ 在来工法で建てられている 
オ 一戸建ての住宅または併用住宅である 
カ 併用住宅の場合は居住部分の面積が全体

の１／２を超える 
 
※１ 平成１２年６月１日以降に増築を行っている、

かつ、増築部分とそれ以外の部分が一体と 
   なっている（同一棟増築）ものは対象外 
※２ 混構造、スキップフロアは対象外 

 

２．補助対象者（申請者）      

次のすべてに該当する方 
ア 前述の１．の木造住宅を所有する方 
  （共有の場合は共有者の委任が必要） 
イ 柏市木造住宅耐震診断士に耐震診断を 
  依頼する方 
 
 

３．耐震診断の内容         
一般診断または精密診断 
【一般診断】 
 目視や設計図書などに基づく診断 
【精密診断】 
 壁内部の確認等も行う、より精密な診断 
 

４．補助金の額・受付件数      

【補助金の額】 
 耐震診断費の２／３（上限６万円） 
 ・千円未満の端数は切り捨て 
【受付件数】 
 ２０件 

 

５．お問い合わせ          
【柏市 都市部 建築指導課】 
 〒277-8505 柏市柏五丁目１０番１号 
 電話 04-7167-1145 
 
 

 

 

 

木造
診断
木造 
住宅 
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   柏 市 木 造 住 宅 耐 震 診 断 費 補 助 金 交 付 要 綱  

 

制 定  平 成 １ ８ 年  ４ 月 ２ ８ 日  

施 行  平 成 １ ８ 年  ６ 月  １ 日  

 

 （ 目 的 等 ）  

第 １ 条  こ の 要 綱 は ， 木 造 住 宅 の 耐 震 診 断 を 実 施 す る 者 に 対 し ， 木

造 住 宅 耐 震 診 断 費 補 助 金 （ 以 下 「 補 助 金 」 と い う 。 ） を 交 付 す る

こ と に よ り ， 木 造 住 宅 の 地 震 に 対 す る 安 全 性 の 向 上 に 資 す る こ と

を 目 的 と す る 。  

２  補 助 金 の 交 付 に 関 し て は ， 柏 市 補 助 金 等 交 付 規 則 （ 昭 和 ６ ０ 年

柏 市 規 則 第 ２ ９ 号 。 以 下 「 規 則 」 と い う 。 ） そ の 他 法 令 等 に 定 め

る も の の ほ か ， こ の 要 綱 の 定 め る と こ ろ に よ る 。  

 （ 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 要 綱 に お い て ， 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は ， そ れ

ぞ れ 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

(1) 木 造 住 宅  一 戸 建 て の 住 宅 又 は 併 用 住 宅 （ 人 の 居 住 の 用 に 供

す る 部 分 の 床 面 積 が そ の 建 築 物 の 延 べ 面 積 の ２ 分 の １ 以 上 で あ

る 建 築 物 を い う 。 ） で あ っ て ， 次 に 掲 げ る 要 件 を 満 た し て い る

も の を い う 。  

ア  柱 ， は り 等 の 主 要 な 構 造 部 に 木 材 を 用 い た も の で あ る こ

と 。  

イ  在 来 工 法 （ 土 台 ， 柱 ， は り ， 筋 か い 等 を 用 い て 建 築 物 を 組

み 立 て る 工 法 を い う 。 ） に よ り 建 築 さ れ た も の で あ る こ と 。  

ウ  地 上 階 数 が ２ 以 下 の も の で あ る こ と 。  

エ  着 工 日 が 平 成 １ ２ 年 ５ 月 ３ １ 日 以 前 の も の 又 は 同 日 以 前 で

あ る と 市 長 が 認 め る も の で あ る こ と 。  

(2) 耐 震 診 断  地 震 に 対 す る 安 全 性 を 評 価 す る こ と を い う 。  

（ 対 象 ）  

第 ３ 条  補 助 金 の 交 付 を 受 け る こ と が で き る 者 （ 以 下 「 対 象 者 」 と

い う 。 ） は ， 本 市 の 区 域 内 に 木 造 住 宅 を 所 有 し て い る 者 と す る 。  

２  補 助 金 の 交 付 の 対 象 と す る 事 業 （ 以 下 「 対 象 事 業 」 と い う 。 ）

資料 ８ 
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は ， 対 象 者 が 所 有 す る 木 造 住 宅 に つ い て ， 耐 震 診 断 を 実 施 す る の

に 必 要 な 知 識 及 び 技 能 を 有 す る 者 と し て 別 に 定 め る と こ ろ に よ り

本 市 の 登 録 を 受 け た 者 （ 以 下 「 木 造 住 宅 耐 震 診 断 士 」 と い う 。 ）

に 依 頼 し て ， 建 築 物 の 耐 震 診 断 及 び 耐 震 改 修 の 促 進 を 図 る た め の

基 本 的 な 方 針 （ 平 成 １ ８ 年 国 土 交 通 省 告 示 第 １ ８ ４ 号 ） 別 添 第 １

の 第 １ 号 及 び 第 ３ 号 又 は 国 土 交 通 大 臣 が こ れ と 同 等 以 上 の 効 力 を

有 す る と 認 め る 方 法 に よ り 耐 震 診 断 を 実 施 す る 事 業 と す る 。  

３  補 助 金 の 交 付 の 対 象 と す る 経 費 （ 以 下 「 対 象 経 費 」 と い う 。 ）

は ， 対 象 事 業 に 要 す る 経 費 と す る 。  

（ 補 助 金 の 額 ）  

第 ４ 条  補 助 金 の 額 は ， 対 象 経 費 の ３ 分 の ２ の 額 と す る 。 こ の 場 合

に お い て ， １ ， ０ ０ ０ 円 未 満 の 端 数 が あ る と き は ， そ の 端 数 金 額

を 切 り 捨 て る も の と す る 。  

２  前 項 の 場 合 に お い て ， 補 助 金 の 額 は ， ６ ０ ， ０ ０ ０ 円 を 限 度 と

す る 。  

 （ 申 請 書 記 載 事 項 ）  

第 ５ 条  規 則 第 ２ 条 第 １ 項 第 ５ 号 に 規 定 す る 市 長 が 必 要 と 認 め る 事

項 は ， 次 に 掲 げ る も の と す る 。  

(1) 木 造 住 宅 の 用 途 ， 規 模 ， 構 造 ， 工 法 ， 着 工 日 そ の 他 木 造 住 宅

の 概 要  

(2) 耐 震 診 断 を 依 頼 す る 木 造 住 宅 耐 震 診 断 士 の 登 録 番 号 及 び 氏 名  

 （ 申 請 書 添 付 書 類 ）  

第 ６ 条  規 則 第 ２ 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 市 長 が 別 に 定 め る 書 類 は ， 次

に 掲 げ る も の と す る 。  

(1) 木 造 住 宅 に 係 る 登 記 事 項 証 明 書 そ の 他 の 対 象 者 が 木 造 住 宅 を

所 有 し て い る こ と を 証 す る 書 面  

(2) 木 造 住 宅 の 建 築 の 着 工 日 を 証 す る 書 面 （ 木 造 住 宅 の 着 工 日 を

証 す る 書 面 が な い 場 合 に あ っ て は ， 木 造 住 宅 に 係 る 建 築 確 認 通

知 書 そ の 他 の 市 長 が 必 要 と 認 め る 書 面 ）  

(3) 対 象 経 費 に 係 る 見 積 書 又 は そ の 写 し  

(4) 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か ， 市 長 が 必 要 と 認 め る 書 類  

２  市 長 は ， 前 項 の 添 付 書 類 の 一 部 を 省 略 す る こ と が あ る 。  

 （ 申 請 書 提 出 期 限 ）  
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第 ７ 条  規 則 第 ２ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 申 請 書 の 提 出 期 限 は ， 補 助 金

の 交 付 を 受 け よ う と す る 年 度 の １ ２ 月 ２ ５ 日 （ そ の 日 が 柏 市 休 日

条 例 （ 平 成 元 年 柏 市 条 例 第 ３ 号 ） 第 ２ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 本 市 の

休 日 （ 以 下 「 本 市 の 休 日 」 と い う 。 ） に 当 た る と き は ， 当 該 本 市

の 休 日 の 翌 日 ） と す る 。  

 （ 標 準 処 理 期 間 ）  

第 ８ 条  規 則 第 ２ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 申 請 書 の 提 出 か ら 規 則 第 ３ 条

第 １ 項 に 規 定 す る 補 助 金 の 交 付 の 可 否 の 決 定 ま で に 要 す る 標 準 的

な 期 間 は ， ２ １ 日 （ ２ １ 日 目 に 当 た る 日 が 本 市 の 休 日 に 当 た る と

き は ， 当 該 本 市 の 休 日 の 翌 日 ま で の 期 間 ） と す る 。  

 （ 実 績 報 告 書 提 出 期 限 ）  

第 ９ 条  規 則 第 １ ２ 条 に 規 定 す る 実 績 報 告 書 の 提 出 期 限 は ， 補 助 金

の 交 付 を 受 け よ う と す る 年 度 の ３ 月 １ ５ 日 （ そ の 日 が 本 市 の 休 日

に 当 た る と き は ， 当 該 本 市 の 休 日 の 翌 日 ） と す る 。  

 （ 実 績 報 告 書 添 付 書 類 ）  

第 １ ０ 条  規 則 第 １ ２ 条 に 規 定 す る 市 長 が 別 に 定 め る 書 類 は ， 次 に

掲 げ る も の と す る 。  

(1) 耐 震 診 断 の 結 果 を 記 載 し た 書 面  

(2) 耐 震 診 断 の 実 施 状 況 を 写 し た 写 真  

(3) 対 象 経 費 に 係 る 領 収 書 又 は そ の 写 し  

２  市 長 は ， 前 項 の 添 付 書 類 の 一 部 を 省 略 す る こ と が あ る 。  

（ 補 則 ）  

第 １ １ 条  こ の 要 綱 に 定 め る も の の ほ か 必 要 な 事 項 は ， 市 長 が 別 に

定 め る 。  

 

   附  則  

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 要 綱 は ， 平 成 １ ８ 年 ６ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 平 成 １ ８ 年 度 に お け る 申 請 書 の 提 出 期 間 の 特 例 ）  

２  平 成 １ ８ 年 度 に お け る 補 助 金 の 交 付 の 申 請 に 係 る 第 ７ 条 の 規 定

の 適 用 に つ い て は ， 同 条 中 「 提 出 期 限 」 と あ る の は 「 提 出 期 間 」

と ， 「 補 助 金 の 交 付 を 受 け よ う と す る 年 度 の １ 月 ３ １ 日 」 と あ る

の は 「 平 成 １ ８ 年 ６ 月 １ ２ 日 か ら 平 成 １ ９ 年 １ 月 ３ １ 日 ま で の 間 」
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と す る 。  

   附  則  

 こ の 要 綱 は ， 平 成 １ ９ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則  

 こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ０ 年 ５ 月 ２ ６ 日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則  

 こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ５ 年 ５ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則  

 こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ８ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則  

 こ の 要 綱 は ， 平 成 ３ １ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則  

 こ の 要 綱 は ， 令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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   年          年 

6/ ( ) ～ 9/ ( ) 
受付期間 

        柏市マンション 
        耐震診断費 
        補助金
 
 
＜柏市内の分譲マンションを耐震診断する際の費用の一部を柏市が補助します＞ 
 

1．対象となるマンション      

次のすべてに該当する柏市内の分譲マンション 
ア 昭和５６年５月３１日より前に着工した

マンション※１である 
イ 地上３階以上である 
ウ 延べ面積が１，０００㎡以上である 
エ 鉄骨造、鉄筋コンクリート造または 
  鉄骨鉄筋コンクリート造である 
オ 居住部分の面積が延べ面積の１／２以上

である 
カ 構造に関する設計図書が現存する 
キ 過去に本補助金の交付を受けていない 
 
※１ 同一敷地内に複数棟ある場合、補助対象となる

のは内１棟のみ 

 

２．補助対象者（申請者）      

前述の１．のマンションを所有する方（個人）
または法人で、次のすべてに該当する方 
ア マンションの管理組合の代表者である 
イ 管理組合の総会で「耐震診断を行うこと」

と「本補助金の交付申請をすること」の
決議を経ている 

 
 

３．耐震診断の内容         
申請者が選んだマンション耐震診断士※２が
行う予備診断・本診断 
 
※２ 構造設計一級建築士である、耐震診断の講習会

を修了している、等の要件を満たす耐震診断士 
 

４．補助金の額・受付件数      

【補助金の額】 
 マンション耐震診断士に支払われた 
 耐震診断費の２／３ 
 ・千円未満の端数は切り捨て 
【補助金の上限額】 
 ア 予備診断：３４，０００円 
 イ 本診断 ：１００万円 
【受付件数】 
 予備診断１件・本診断１件 
 

５．お問い合わせ          
【柏市 都市部 建築指導課】 
 〒277-8505 柏市柏五丁目１０番１号 
 電話 04-7167-1145 
 

 
 

ﾏﾝｼｮﾝ 
診断
マン 
ション 
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柏 市 マ ン シ ョ ン 耐 震 診 断 費 補 助 金 交 付 要 綱  

 

制 定  平 成 ２ ６ 年  ４ 月  １ 日  

施 行  平 成 ２ ６ 年  ６ 月  １ 日  

 

 （ 目 的 等 ）  

第 １ 条  こ の 要 綱 は ， マ ン シ ョ ン の 耐 震 診 断 を 実 施 す る 者 に 対 し ，

マ ン シ ョ ン 耐 震 診 断 費 補 助 金 （ 以 下 「 補 助 金 」 と い う 。 ） を 交 付

す る こ と に よ り ， マ ン シ ョ ン の 地 震 に 対 す る 安 全 性 の 向 上 を 図 り ，

も っ て 市 民 の 生 命 ， 身 体 及 び 財 産 の 保 護 に 資 す る こ と を 目 的 と す

る 。  

２  補 助 金 の 交 付 に 関 し て は ， 柏 市 補 助 金 等 交 付 規 則 （ 昭 和 ６ ０ 年

柏 市 規 則 第 ２ ９ 号 。 以 下 「 規 則 」 と い う 。 ） そ の 他 法 令 等 に 定 め

る も の の ほ か ， こ の 要 綱 の 定 め る と こ ろ に よ る 。  

 （ 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 要 綱 に お い て ， 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は ， そ れ

ぞ れ 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

 (1) マ ン シ ョ ン  建 物 の 区 分 所 有 等 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 ３ ７ 年 法

律 第 ６ ９ 号 ） 第 ２ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 区 分 所 有 者 が 所 有 す る

共 同 住 宅 で あ っ て ， 地 階 を 除 く 階 数 が ３ 以 上 で あ り ， か つ ，

床 面 積 の 合 計 が １ ， ０ ０ ０ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の も の を い う 。  

 (2) 管 理 組 合  建 物 の 区 分 所 有 等 に 関 す る 法 律 第 ３ 条 又 は 第 ６ ５

条 に 規 定 す る 管 理 を 行 う た め の 団 体 （ 同 法 第 ４ ７ 条 第 １ 項

（ 同 法 第 ６ ６ 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） に 規 定 す る

法 人 を 含 む 。 ） を い う 。  

(3) 予 備 診 断  次 に 掲 げ る 調 査 ， 確 認 及 び 検 討 を 行 い ， 本 診 断 に 要

す る 費 用 を 見 積 も る こ と を い う 。  

 ア  建 物 の 概 要 ， 構 造 形 式 及 び 形 状 並 び に 敷 地 の 調 査  

 イ  関 係 図 書 の 有 無 の 確 認  

 ウ  建 物 の 修 繕 履 歴 及 び 被 災 履 歴 等 の 調 査  

 エ  建 物 の 外 観 調 査  

 オ  本 診 断 に 係 る 次 号 に 規 定 す る 指 針 等 の 適 用 の 可 否 の 検 討  

 カ  本 診 断 の 必 要 性 の 検 討  

資料１０ 
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 キ  本 診 断 の 実 施 方 法 の 検 討  

(4) 本 診 断  「 建 築 物 の 耐 震 診 断 及 び 耐 震 改 修 の 促 進 を 図 る た め の

基 本 的 な 方 針 」 （ 平 成 １ ８ 年 国 土 交 通 省 告 示 第 １ ８ ４ 号 ） 別 添 第

１ の 第 ２ 号 及 び 第 ３ 号 の 規 定 並 び に 次 に 掲 げ る 建 築 物 の 構 造 の 区

分 に 応 じ ， そ れ ぞ れ に 定 め る 指 針 等 に 基 づ い て 行 う 耐 震 診 断 を い

う 。  

 ア  鉄 骨 造  一 般 財 団 法 人 日 本 建 築 防 災 協 会 が 発 行 す る 「 耐 震 改

修 促 進 法 の た め の 既 存 鉄 骨 造 建 築 物 の 耐 震 診 断 お よ び 耐 震 改

修 指 針 ・ 同 解 説 」  

 イ  鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造  一 般 財 団 法 人 日 本 建 築 防 災 協 会 が 発 行

す る 「 既 存 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 建 築 物 の 耐 震 診 断 基 準 ・ 改

修 設 計 指 針 ・ 同 解 説 」  

 ウ  鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造  一 般 財 団 法 人 日 本 建 築 防 災 協 会 が

発 行 す る 「 既 存 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 建 築 物 の 耐 震 診 断 基

準 ・ 耐 震 改 修 指 針 ・ 同 解 説 」  

 エ  壁 式 プ レ キ ャ ス ト 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造  一 般 財 団 法 人 日 本 建

築 防 災 協 会 が 発 行 す る 「 既 存 壁 式 プ レ キ ャ ス ト 鉄 筋 コ ン ク リ

ー ト 造 建 築 物 の 耐 震 診 断 指 針 」  

(5) 耐 震 診 断 士  次 に 掲 げ る 全 て の 要 件 を 満 た す 者 を い う 。  

 ア  建 築 士 法 （ 昭 和 ２ ５ 年 法 律 第 ２ ０ ２ 号 ） 第 １ ０ 条 の ３ 第 ４ 項

に 規 定 す る 構 造 設 計 一 級 建 築 士 で あ っ て ， 同 法 第 ２ ３ 条 第 １

項 の 規 定 に よ る 登 録 を 受 け た 一 級 建 築 士 事 務 所 に 所 属 し て い

る こ と 。  

 イ  原 則 と し て 過 去 に マ ン シ ョ ン の 耐 震 診 断 を し た 実 績 が あ る こ

と 。  

 ウ  マ ン シ ョ ン の 耐 震 診 断 を 行 う た め ， 建 築 士 法 第 ２ ２ 条 第 ２ 項

に 規 定 す る 都 道 府 県 知 事 が 開 催 す る 木 造 住 宅 以 外 の 耐 震 診 断

に 関 す る 講 習 会 又 は 一 般 財 団 法 人 日 本 建 築 防 災 協 会 が 開 催 す

る 木 造 住 宅 以 外 の 耐 震 診 断 に 関 す る 講 習 会 を 受 講 し ， 修 了 し

て い る こ と 。  

 （ 対 象 ）  

第 ３ 条  補 助 金 の 交 付 を 受 け る こ と が で き る 者 （ 以 下 「 対 象 者 」 と

い う 。 ） は ， 本 市 の 区 域 内 に マ ン シ ョ ン を 所 有 す る 者 で あ っ て ，
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次 に 掲 げ る 全 て の 要 件 を 満 た す も の と す る 。  

 (1) 管 理 組 合 の 代 表 者 で あ る こ と 。  

 (2) 管 理 組 合 の 総 会 に お い て ， 耐 震 診 断 を 行 う こ と の 決 議 及 び 耐

震 診 断 に か か る 費 用 の 一 部 に つ い て 補 助 金 の 交 付 を 申 請 す る

こ と の 決 議 が な さ れ て い る こ と 。  

２  補 助 の 対 象 と な る マ ン シ ョ ン は ， 次 に 掲 げ る 全 て の 要 件 を 満 た

し て い る も の と し ， １ 管 理 組 合 に つ き ， １ 棟 に 限 り 申 請 が で き る

も の と す る 。 た だ し ， １ 管 理 組 合 が 複 数 棟 の 建 築 物 を 同 一 敷 地 内

又 は 同 一 敷 地 と 同 等 と 市 長 が 認 め る 敷 地 内 に 有 す る 場 合 で あ っ て ，

そ れ ら の 建 築 物 の 全 部 又 は 一 部 を 一 括 し て 補 助 金 の 交 付 を 申 請 し

よ う と す る と き は ， こ の 限 り で は な い 。  

 (1) 鉄 骨 造 ， 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 又 は 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 で

あ る こ と 。  

 (2) 着 工 日 が ， 昭 和 ５ ６ 年 ５ 月 ３ １ 日 以 前 の も の 又 は 同 日 以 前 で

あ る と 市 長 が 認 め る も の で あ る こ と 。  

 (3) 人 の 居 住 の 用 に 供 す る 部 分 の 床 面 積 が ， そ の 建 築 物 の 床 面 積

の ２ 分 の １ 以 上 で あ る こ と 。  

 (4) 設 計 図 書 （ 建 築 士 法 第 ２ 条 第 ６ 項 に 規 定 す る 設 計 図 書 を い

う 。 ） の う ち 構 造 に 関 す る 図 書 が ， 現 に 存 在 す る こ と 。  

 (5) 過 去 に 補 助 金 の 交 付 を 受 け て い な い こ と 。  

３  前 項 第 ５ 号 の 規 定 に か か わ ら ず ， 過 去 に 補 助 金 の 交 付 を 受 け て

予 備 診 断 の み を 行 っ た 場 合 に あ っ て は ， 当 該 マ ン シ ョ ン に 係 る 本

診 断 は ， 補 助 の 対 象 と す る 。  

４  前 ２ 項 の 規 定 に か か わ ら ず ， 本 診 断 の 補 助 の 対 象 と な る マ ン シ

ョ ン は ， 前 ２ 項 に 規 定 す る 要 件 を 満 た す も の で あ っ て ， 予 備 診 断

の 結 果 に お い て 本 診 断 が 必 要 と さ れ た も の と す る 。  

５  補 助 金 の 交 付 の 対 象 と な る 経 費 （ 以 下 「 対 象 経 費 」 と い う 。 ）

は ， 予 備 診 断 及 び 本 診 断 に 要 す る 経 費 と す る 。  

（ 補 助 金 の 額 ）  

第 ４ 条  補 助 金 の 額 は ， 対 象 経 費 の ３ 分 の ２ の 額 と す る 。 こ の 場 合

に お い て ， １ ， ０ ０ ０ 円 未 満 の 端 数 が あ る と き は ， そ の 端 数 金 額

を 切 り 捨 て る も の と す る 。  

２  前 項 の 場 合 に お い て ， 補 助 金 の 額 は ， 予 備 診 断 の 場 合 に あ っ て
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は ３ ４ ， ０ ０ ０ 円 を ， 本 診 断 の 場 合 に あ っ て は １ ， ０ ０ ０ ， ０ ０

０ 円 を 限 度 と す る 。 な お ， 前 条 第 ２ 項 た だ し 書 の 場 合 で あ っ て も ，

同 様 と す る 。  

 （ 申 請 書 記 載 事 項 ）  

第 ５ 条  規 則 第 ２ 条 第 １ 項 第 ５ 号 に 規 定 す る 市 長 が 必 要 と 認 め る 事

項 は ， 次 に 掲 げ る も の と す る 。  

(1) マ ン シ ョ ン の 名 称 ， 所 在 地 （ 地 名 地 番 ） ， 用 途 ， 規 模 ， 構 造 ，

着 工 日 そ の 他 マ ン シ ョ ン の 概 要  

(2) 耐 震 診 断 を 依 頼 す る 耐 震 診 断 士 の 所 属 す る 建 築 士 事 務 所 の 登 録

番 号 及 び 名 称 並 び に 構 造 設 計 一 級 建 築 士 の 交 付 番 号 及 び 氏 名  

 （ 申 請 書 添 付 書 類 ）  

第 ６ 条  予 備 診 断 に お け る 規 則 第 ２ 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 市 長 が 別 に

定 め る 書 類 は ， 次 に 掲 げ る も の と す る 。  

(1) マ ン シ ョ ン に 係 る 建 築 確 認 通 知 書 の 写 し 又 は マ ン シ ョ ン の 着 工

日 を 証 す る 書 面  

(2) 管 理 組 合 の 総 会 に お い て 決 議 さ れ た 予 備 診 断 に 係 る 議 事 録 （ 決

議 書 ）  

(3) マ ン シ ョ ン の 管 理 規 約 の 写 し  

(4) マ ン シ ョ ン の 区 分 所 有 者 の 住 所 ・ 氏 名 一 覧 （ 管 理 組 合 員 名 簿 等 ）  

(5) マ ン シ ョ ン の 配 置 図 ・ 平 面 図 ・ 立 面 図 等 の 建 物 概 要 が 分 か る 図

面  

(6) 申 請 者 が マ ン シ ョ ン の 管 理 組 合 の 代 表 で あ る こ と を 証 す る 書 類

（ 管 理 組 合 の 役 員 名 簿 等 ）  

(7) マ ン シ ョ ン の 管 理 組 合 の 代 表 者 の 印 鑑 登 録 証 明 書  

(8) 対 象 経 費 に 係 る 見 積 書 又 は そ の 写 し  

(9) マ ン シ ョ ン の 構 造 関 係 図 書 （ 構 造 計 算 書 ・ 構 造 図 等 ） の 目 次 の

写 し  

(10) 構 造 設 計 一 級 建 築 士 証 の 写 し  

(11) 耐 震 診 断 士 が 一 級 建 築 士 事 務 所 に 所 属 し て い る こ と を 証 す る

書 類  

(12) 耐 震 診 断 講 習 会 （ 非 木 造 ） 修 了 証 の 写 し  

(13) 法 人 登 記 証 明 書 （ マ ン シ ョ ン の 管 理 組 合 が 法 人 の 場 合 ）  

(14) 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か ， 市 長 が 必 要 と 認 め る 書 類  
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２  本 診 断 に お け る 規 則 第 ２ 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 市 長 が 別 に 定 め る

書 類 は ， 次 に 掲 げ る も の と す る 。  

 (1) 管 理 組 合 の 総 会 に お い て 決 議 さ れ た 本 診 断 に 係 る 議 事 録 （ 決

議 書 ）  

 (2) 本 診 断 の 方 針 書 （ 概 要 書 ）  

 (3) 予 備 診 断 結 果 報 告 書  

 (4) 予 備 診 断 結 果 の 要 約 書  

 (5) 対 象 経 費 に 係 る 見 積 書 又 は そ の 写 し  

 (6) 前 項 （ 第 ２ 号 及 び 第 ９ 号 を 除 く 。 ） に 定 め る 書 類 一 式  

 (7) 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か ， 市 長 が 必 要 と 認 め る 書 類  

３  市 長 は ， 前 ２ 項 に 定 め る 書 類 の 一 部 を 省 略 す る こ と が あ る 。  

 （ 申 請 書 提 出 期 限 ）  

第 ７ 条  規 則 第 ２ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 申 請 書 の 提 出 期 限 は ， 補 助 金

の 交 付 を 受 け よ う と す る 年 度 の ９ 月 ２ ５ 日 （ そ の 日 が 柏 市 休 日 条

例 （ 平 成 元 年 柏 市 条 例 第 ３ 号 ） 第 ２ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 本 市 の 休

日 （ 以 下 「 本 市 の 休 日 」 と い う 。 ） に 当 た る と き は ， 当 該 本 市 の

休 日 の 翌 日 ） と す る 。  

 （ 標 準 処 理 期 間 ）  

第 ８ 条  規 則 第 ２ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 申 請 書 の 提 出 か ら 規 則 第 ３ 条

第 １ 項 に 規 定 す る 補 助 金 の 交 付 の 可 否 の 決 定 ま で に 要 す る 標 準 的

な 期 間 は ， ４ ５ 日 （ ４ ５ 日 目 に 当 た る 日 が 本 市 の 休 日 に 当 た る と

き は ， 当 該 本 市 の 休 日 の 翌 日 ま で の 期 間 ） と す る 。  

 （ 実 績 報 告 書 添 付 書 類 ）  

第 ９ 条  予 備 診 断 に お け る 規 則 第 １ ２ 条 に 規 定 す る 市 長 が 別 に 定 め

る 書 類 は ， 次 に 掲 げ る も の と す る 。  

(1) 予 備 診 断 結 果 報 告 書  

(2) 予 備 診 断 結 果 の 要 約 書  

(3) 予 備 診 断 の 実 施 状 況 を 写 し た 写 真  

(4) 予 備 診 断 の 実 施 に 係 る 契 約 書 の 写 し  

(5) 対 象 経 費 に 係 る 領 収 書 又 は そ の 写 し  

２  本 診 断 に お け る 規 則 第 １ ２ 条 に 規 定 す る 市 長 が 別 に 定 め る 書 類

は ， 次 に 掲 げ る も の と す る 。  

(1) 本 診 断 結 果 報 告 書  
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(2) 本 診 断 結 果 の 要 約 書  

(3) 本 診 断 の 実 施 状 況 を 写 し た 写 真  

(4) 本 診 断 の 実 施 に 係 る 契 約 書 の 写 し  

 (5) 対 象 経 費 に 係 る 領 収 書 又 は そ の 写 し  

３  市 長 は ， 前 ２ 項 に 定 め る 書 類 の 一 部 を 省 略 す る こ と が あ る 。  

 （ 実 績 報 告 書 提 出 期 限 ）  

第 １ ０ 条  規 則 第 １ ２ 条 に 規 定 す る 実 績 報 告 書 の 提 出 期 限 は ， 補 助

金 の 交 付 を 受 け よ う と す る 年 度 の １ 月 １ ５ 日 （ そ の 日 が 本 市 の 休

日 に 当 た る と き は ， 当 該 本 市 の 休 日 の 翌 日 ） と す る 。  

（ 補 則 ）  

第 １ １ 条  こ の 要 綱 に 定 め る も の の ほ か 必 要 な 事 項 は ， 市 長 が 別 に

定 め る 。  

 

   附  則  

 こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ６ 年 ６ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則  

 こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ８ 年 ６ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則  

 こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ９ 年 ２ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則  

 こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ９ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則  

 こ の 要 綱 は ， 令 和 ３ 年 ８ 月 ２ ６ 日 か ら 施 行 す る 。  
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コンクリートブロック 

   年          年 

5/ ( ) ～ 11/ ( ) 
受付期間 

        柏市危険ＣＢ塀等 
        除却工事費 
        補助金
 
 

＜柏市内の危険ＣＢ塀等を除却する際の費用の一部を柏市が補助します＞ 
 

1．事前相談            

建築指導課職員が現地に伺い、補助金交付対
象となる危険ＣＢ塀等かを調査・判定します。
補助金交付申請をする前に必ず、建築指導課
にご相談ください。 
 

２．対象となる危険ＣＢ塀等     

次のすべてに該当する柏市内のＣＢ塀等※ 
ア 道路または敷地からの高さが原則として

1.2ｍを超える 
イ 建築基準法上の道路等及び通学路に面する 
 
※ ＣＢ造、石造、レンガ造、その他組積造の塀及びその基礎 

 

３．補助対象者（申請者）      
次のすべてに該当する方 
ア 前述の２．の危険ＣＢ塀等を所有する方

（共有の場合は共有者の委任が必要） 
イ 市税を滞納していない方 
ウ 過去に除却工事費補助金を交付されて 
  いない方（共有者も同じ） 
エ 除却工事の目的が販売ではない方 
 

４．除却工事施工者（業者）     
柏市内・市外業者のどちらでも構いません。 
 

５．補助金の額・受付件数      

【補助金の額】 
 「危険ＣＢ塀等の⾧さ×１万円／ｍ」と 
 「除却工事に要する経費」のいずれか低い額 
 ・千円未満の端数は切り捨て 
【補助金の上限額】 
 ア 道路等に面する場合：１０万円 
 イ 通学路に面する場合：２０万円 
【受付件数】 
 ２０件 
 

５．お問い合わせ          
【柏市 都市部 建築指導課】 
 〒277-8505 柏市柏五丁目１０番１号 
 電話 04-7167-1145 
 
 
 
 

CB 塀
除却
ＣＢ 
塀等 

資料１１ 
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   柏 市 危 険 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 等除 却 工 事 費 補 助 金交  

   付 要 綱  

 

制 定  平 成 ３ ０ 年 １ ０ 月２ ２ 日  

施 行  平 成 ３ ０ 年 １ ０ 月２ ２ 日  

 

 （ 目的 等 ）  

第 １ 条  こ の 要 綱 は ， 危 険 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 等 の 除 却 を 行 う

者 に 対 し ， 危 険 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 等 除 却 工 事 費 補 助 金 （ 以

下 「 補 助 金 」 と い う 。 ） を 交 付 す る こ と に よ り ， 地 震 等 に よ る 災

害 を 未 然 に 防 止 し ， 市 民の 生 命 及 び 身 体 の保 護 を 目 的 と す る。  

２  補 助 金 の 交 付 に 関 し て は ， 柏 市 補 助 金 等 交 付 規 則 （ 昭 和 ６ ０ 年

柏 市 規 則 第 ２ ９ 号 。 以 下 「 規 則 」 と い う 。 ） そ の 他 法 令 等 に 定 め

る も の の ほ か ， こ の 要 綱の 定 め る と こ ろ によ る 。  

 （ 定義 ）  

第 ２ 条  こ の 要 綱 に お い て ， 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は ， そ れ

ぞ れ 当該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

 (1) 道路 等  一 般 の 交 通 の 用 に 供 す る 道で あ っ て ， 次 の いず れ か

に 該 当 す る も の と す る 。  

  ア  建 築 基 準 法 （ 昭 和 ２ ５ 年 法 律 第 ２ ０ １ 号 。 以 下 「 法 」 と い

う 。 ） 第 ４ ２ 条 第 １ 項 に規 定 す る 道 路  

  イ  法 第 ４ ２ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 道 路  

  ウ  法 第 ４ ３ 条 第 ２ 項 各 号 の 規 定 に よ り 市 長 が 認 定 し た 建 築 物

に 係 る道 又 は 市 長 が 許 可し た 建 築 物 に 係 る空 地  

  エ  前 号 に 定 め る も の の ほ か ， 市 長 が 特 に 必 要 と 認 め る 道 又 は

空 地  

 (2) 通 学 路  学 校 保 健 安 全 法 （ 昭 和 ３ ３ 年 法 律 第 ５ ６ 号 ） 第 ２ ７

条 の 規 定 に 基 づ き ， 児 童 及 び 生 徒 の 通 学 の 安 全 確 保 及 び 教 育 的

環 境 維持 の た め に 市 内 の小 学 校 又 は 中 学 校が 指 定 し た 道 路  

 (3) コン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 等  道 路 等に 面 し て 設 置 さ れた コ ン

ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 造 ， 石 造 ， レ ン ガ 造 ， そ の 他 組 積 造 に よ る 塀

及 び これ ら の 基 礎  

資料１２ 
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 (4) 危険 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 等  コン ク リ ー ト ブ ロ ック 塀 等

の う ち ， 現 地 調 査 を 行 っ た 結 果 ， 倒 壊 す る お そ れ が あ る と 市 長

が 判 断し た も の  

（ 補 助 対 象 者 ）  

第 ３ 条  補 助 金 の 交 付 対 象 と な る 者 （ 以 下 「 補 助 対 象 者 」 と い う 。 ）

は ， 市 内 に お い て 危 険 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 等 を 所 有 し て い る

者 （ 以 下 「 所 有 者 」 と い う 。 ） と す る 。 た だ し ， 共 有 に よ り 所 有

者 が 複 数 存 在 す る 場 合 に あ っ て は ， 所 有 者 全 員 か ら 同 意 を 得 て ，

委 任 を 受 け た 代 表 者 を 補助 対 象 者 と す る 。  

２  次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 所 有 者 は ， 補 助 対 象 者 と し な い 。  

 (1) 市 税 を 滞 納 し て い る 者  

 (2) 既に 補 助 金 の 交 付 を 受 け て い る か ，又 は 補 助 金 の 交 付の 決 定

を 受 け て い る 者  

 (3） 土 地 又 は 建 物 の 販 売 を 目 的 と し て 危 険 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク

塀 等 の除 却 を 行 お う と する 者  

 （ 補助 対 象 事 業 ）  

第 ４ 条  補 助 金 の 交 付 対 象 事 業 （ 以 下 「 補 助 対 象 事 業 」 と い う 。 ）

は ， 原 則 と し て ， 道 路 等 又 は 敷 地 の 地 表 面 か ら の 垂 直 距 離 （ 以 下

「 高 さ 」 と い う 。 ） が １ ． ２ メ ー ト ル を 超 え る 危 険 コ ン ク リ ー ト

ブ ロ ッ ク 塀 等 の 除 却 工 事と す る 。  

 ２  前 項 の 補 助 対 象 事 業 に お い て ， 高 さ が １ ． ２ メ ー ト ル 以 下 の

部 分 を 含 む コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 等 が 危 険 コ ン ク リ ー ト ブ ロ

ッ ク 塀 等 と 不 可 分 と 判 断 さ れ る 場 合 に あ っ て は ， 当 該 部 分 を 危

険 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 等 の 一 部 と み な し ， 除 却 工 事 の 対 象

と す るも の と す る 。  

（ 補 助 金 の 額 ）  

第 ５ 条  補 助 金 の 額 は ， 別 表 の と お り と する 。  

 （ 申請 書 提 出 期 限 ）  

第 ６ 条  規 則 第 ２ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 申 請 書 （ 以 下 「 申 請 書 」 と い

う 。 ） の 提 出 期 限 は ， 補 助 金 の 交 付 を 受 け よ う と す る 年 度 の １ １

月 ３ ０ 日 （ そ の 日 が 柏 市 休 日 条 例 （ 平 成 元 年 柏 市 条 例 第 ３ 号 ） 第

２ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 本 市 の 休 日 （ 以 下 「 本 市 の 休 日 」 と い う 。 ）

に 当 た る と き は ， 当 該 本市 の 休 日 の 翌 日 ）と す る 。  
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 （ 申請 書 記 載 事 項 ）  

第 ７ 条  規 則 第 ２ 条 第 １ 項 第 ５ 号 に 規 定 す る 市 長 が 必 要 と 認 め る 事

項 は ， 危 険 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 等 の 道 路 等 に 面 す る 長 さ ， 高

さ ， 構 造 ， 着 工 日 そ の 他 危 険 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 等 の 概 要 と

す る 。  

 （ 申請 書 添 付 書 類 ）  

第 ８ 条  規 則 第 ２ 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 市 長 が 別 に 定 め る 書 類 は ， 次

に 掲 げ る も の と す る 。  

(1) 土 地 又 は 建 物 の 所 有 を 証 す る 書 類  

 (2) 案 内 図  

 (3) 危 険 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 等 の 位置 図  

(4） 除 却 す る 危 険 コ ン クリ ー ト ブ ロ ッ ク 塀等 の 現 況 写 真  

(5) 補 助 対 象 事 業 に 係 る 見 積 書 又 は そ の 写し  

 (6) 補助 金 対 象 者 （ 共 有 の 場 合 は 所 有 者全 員 ） の 市 税 に 係る 納 税

証 明 書 又 は 非 課 税 証 明 書 （ 本 市 の 市 税 の 納 税 状 況 の 情 報 に つ い

て 市 が公 簿 等 で 確 認 す るこ と に 同 意 し な い場 合 ）  

(7) 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か ， 市 長 が 必要 と 認 め る 書 類  

 （ 標準 処 理 期 間 ）  

第 ９ 条  申 請 書 の 提 出 か ら 規 則 第 ３ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 補 助 金 の 交

付 の 可 否 の 決 定 ま で に 要 す る 標 準 的 な 期 間 は ， １ ４ 日 （ １ ４ 日 目

に 当 た る 日 が 本 市 の 休 日 に 当 た る と き は ， 当 該 本 市 の 休 日 の 翌 日

ま で の 期 間 ） と す る 。  

 （ 交付 の 条 件 ）  

第 １ ０ 条  規 則 第 ４ 条 第 １ 項 第 ６ 号 に 規 定 す る 市 長 が 必 要 と 認 め る

事 項 は ， 次 の と お り と する 。  

 (1) 補助 対 象 事 業 に 伴 い 発 生 し た 廃 材 等の 資 材 に つ い て は， 補 助

対 象 者の 責 任 に お い て 適法 か つ 適 正 に 処 分す る 。  

 (2) 補助 対 象 事 業 後 に 設 置 す る 塀 及 び 門柱 並 び に そ の 下 部に あ る

擁 壁 又 は 生 垣 に つ い て は ， 法 及 び 法 の 関 係 規 定 に 適 合 さ せ る な

ど ， 安全 性 が 確 保 で き るも の で あ る こ と 。   

 （ 実績 報 告 書 提 出 期 限 ）  

第 １ １ 条  規 則 第 １ ２ 条 に 規 定 す る 実 績 報 告 書 の 提 出 期 限 は ， 補 助

金 の 交 付 を 受 け よ う と す る 年 度 の １ 月 １ ５ 日 （ そ の 日 が 本 市 の 休
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日 に 当 た る と き は ， 当 該本 市 の 休 日 の 翌 日） と す る 。  

 （ 実績 報 告 書 添 付 書 類 ）  

第 １ ２ 条  規 則 第 １ ２ 条 に 規 定 す る 市 長 が 別 に 定 め る 書 類 は ， 次 に

掲 げ る も の と す る 。  

 (1) 補 助 対 象 事 業 の 結 果 を 記 載 し た 書 面  

 (2) 補助 対 象 事 業 の 実 施 状 況 （ 除 却 前 ，除 却 中 及 び 除 却 後） を 写

し た 写真  

 (3) 除 却 工 事 に 要 す る 経 費 の 合 計 額 に 係る 領 収 書 又 は そ の写 し  

 (4) 除 却 工 事 に 伴 う 発 生 し た 廃 棄 物 の 処分 報 告 書  

 (5）前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か ， 市 長 が必 要 と 認 め る 書 類  

 （ 補則 ）  

第 １ ３ 条  こ の 要 綱 に 定 め る も の の ほ か 必 要 な 事 項 は ， 市 長 が 別 に

定 め る 。  

 

   附  則  

 こ の要 綱 は ， 平 成 ３ ０ 年 １ ０ 月 ２ ２ 日 から 施 行 す る 。  

   附  則  

 こ の要 綱 は ， 平 成 ３ １ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施行 す る 。  

   附  則  

 こ の要 綱 は ， 令 和 ２ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行す る 。  

 

別 表 （第 ５ 条 ）  

種 類  補 助 金の 額  上 限 額  

第 ２ 条第 １

号 に 規定 す

る 道 路等

（ 通 学路 を

除 く 。）  

除 却 工 事 に 要 す る 経 費 の 合 計

額 又 は 危 険 コ ン ク リ ー ト ブ ロ

ッ ク 塀 等 の 長 さ に １ メ ー ト ル

当 た り １ ０ ， ０ ０ ０ 円 を 乗 じ

て 得 た 額 の い ず れ か 少 な い 額

（ そ の 額 に １ ， ０ ０ ０ 円 未 満

の 端 数 が 生 じ た と き は ， こ れ

を 切 り捨 て た 額 ）  

上 限 １０ ０ ， ０ ０ ０ 円  

第 ２ 条第 ２

号 に 規定 す

る 通 学路  

上 限 ２０ ０ ， ０ ０ ０ 円  

 


